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　まであと　195日

　まであと　181日レスリング競技（成年）

第７回全国障害者スポーツ大会
バレーボール競技（聴覚）
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今月のひとコマ

中学生は87人、
小学生は109人が卒業
旅立ちの季節の３月。町内各小中学校では卒業式が行われ、
小中学校合わせて196人が学び舎を巣立ちました。●●●●●
中学校の卒業式では、卒業生全員で「旅立ちの日に」を合唱し、
それぞれの夢を胸に抱いて新しい世界への船出を祝いました。



地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
大
き
く
様
変
わ

り
し
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
の
算
定

方
式
の
見
直
し
、
税
源
移
譲
に
よ
る
財

政
力
格
差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

今
後
も
交
付
税
の
抑
制
と
と
も
に
、

各
種
補
助
金
の
廃
止
、
縮
小
な
ど
が
予

想
さ
れ
、
引
き
続
き
、
歳
出
全
般
の
見

直
し
、
抑
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
城
目
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
少

子
・
高
齢
化
対
策
を
は
じ
め
、
情
報
化

の
推
進
、
産
業
の
振
興
、
福
祉
・
保
健

医
療
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
加

え
て
教
育
設
備
な
ど
の
整
備
、
公
共
下

水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
拡
充

な
ど
、
多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
事

業
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
見
直

し
、
組
織
機
構
の
簡
素
・
効
率
化
、
広

域
行
政
の
展
開
な
ど
、
行
政
全
般
に
わ

た
る
改
革
を
積
極
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
当
初
予
算
の
編
成

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
新
世
紀
総
合
発

展
計
画
と
自
立
計
画
を
基
本
に
据
え
、

事
務
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
、
事
業

効
果
、
後
年
度
の
財
政
負
担
に
つ
い
て

検
討
し
、
財
政
の
健
全
化
に
配
慮
し
ま

し
た
。

ま
た
、
既
存
の
事
務
事
業
に
つ
い
て

は
、
厳
し
く
見
直
し
、
経
常
経
費
の
節

減
と
あ
わ
せ
て
、
一
般
財
源
の
抑
制
に

努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額

は
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
二
・
五
㌫
減

の
四
十
五
億
六
千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
分
野
に
わ
た
る
行
政
需
要
に

対
し
て
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
心
が

け
、町
民
の
付
託
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

五
城
目
町
長　

渡
邉
彦
兵
衛

町の支出　45億6,000万円 町の収入　45億6,000万円

平成19年度の

予算が決まりました

議会費
9,618万円　2.1％

総務費
5億2,669万円　11.5％

衛生費
4億8,214万円　10.6％

民生費
11億5,046万円
25.2％

土木費
3億2,171万円

7.1％

教育費
5億3,782万円

11.8％

公債費
7億3,272万円

16.1％

労働費
2,757万円　0.6％

農林水産業費
1億6,016万円　3.5％

商工費
2億2,744万円　5.0％

消防費
2億2,251万円
4.9％

予備費　500万円　0.1％

諸支出金　432万円　0.1％

災害復旧費
6,528万円
1.4％

目的別の
支出

分担金・負担金
3,323万円　0.7％

町税
8億3,838万円
18.4％

地方交付税
21億円　46.1％

依存財源
31億2,057万円
68.4％

自主財源
9億6,471万円
21.2％

その他
4億7,472万円

10.4％

使用料・手数料
8,603万円　1.9％

財産収入
707万円　0.2％

地方譲与税
7,900万円　1.7％

地方消費税交付金
9,000万円
2.0％

国庫支出金
2億6,391万円
5.8％

県支出金
2億8,236万円
6.2％

町債
2億7,270万円
6.0％

地方特例交付金
660万円　0.1％

自動車取得税交付金
1,900万円　0.4％

寄附金・繰入金・諸収入
4億3,472万円　9.5％

繰越金
4,000万円　0.9％

利子割交付金ほか
700万円　0.1％

一般会計当初予算額は
45億6,000万円です。

平
成
19
年
度

当
初
予
算
の
編
成
方
針

02KOHO GOJOME No.873 2007.4.1



■ 協働のまちづくり推進事業
（ 公益性のあるまちづくり活動
と町民主導の維持管理活動を
支援します） ････････ 83万円

■ 八郎湖周辺清掃事務組
合負担金
（ 八郎湖周辺清掃事務組合のご
み処理施設整備費の負担金な
どです） ･････････ 5,736万円

■ 中心市街地活性化事業
（ 朝市通りの側溝改良工事など
を行います） ･････ 4,453万円

■ 地域提案型雇用創造促
進事業補助金
（ 人材育成と新たな雇用の場の
創出を図るための調査研究を
行います） ･･････････ 750万円

■公共下水道事業
（ 主に野田地区、岡本地区の公
共下水道を整備します）

　　　　 ････････1億1,600万円

■ 雀館公園整備事業
（ 駐車場の舗装と外構工事を行
います） ･･････････ 4,750万円

■ 簡易水道統合事業
（ 北北口地区への配水管布設工
事などを行います） ･････････

　　　　 ････････1億2,327万円

■秋田わか杉国体
（ 10月５日から４日間、秋田わか
杉国体レスリング競技を広域
五城目体育館を会場に開催し
ます） ････････････ 5,659万円

平成19年度　主な予算の使いみち

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算

町
に
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
七
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
会
計
も
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

よ
く
日
常
で
使
わ
れ
る
こ
と
ば
「
予
算
」
。
皆
さ
ん
は

こ
の
「
予
算
」
の
意
味
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
国
語
辞
典

に
よ
る
と
、
「
前
も
っ
て
必
要
な
費
用
を
見
積
も
る
こ

と
。
ま
た
そ
の
費
用
」
と
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
で
も
予
算
を
た
て
る
場
面
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
で
も
毎
年
、
議
論
を
重
ね
て
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

予算とは？予
算
案
は
、
町
長
が
こ
れ
か
ら

一
年
間
入
っ
て
く
る
町
税
や
国
・

県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
見
通
し

て
、「
何
を
や
る
か
、
何
か
ら
や
る

か
」
を
選
択
し
て
編
成
し
ま
す
。

編
成
し
た
予
算
案
は
、
毎
年
三

月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
予
算
案

が
本
当
に
良
い
も
の
か
ど
う
か
を

審
議
し
、「
こ
の
内
容
で
良
し
」
と

議
決
さ
れ
て
は
じ
め
て
予
算
が
成

立
し
ま
す
。

予
算
に
は
、
入
っ
て
く
る
お
金

「
歳
入
」
と
、
出
て
い
く
お
金
「
歳

出
」
が
あ
り
ま
す
。

入
っ
て
く
る
お
金「
歳
入
」に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く

町
税
（
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
）
や
、
国
・
県
か
ら
の
お
金
（
地

方
交
付
税
や
国
・
県
の
支
出
金
）、

そ
の
ほ
か
、
事
業
を
行
う
た
め
の

借
入
金（
町
債
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

出
て
い
く
お
金
「
歳
出
」
は
、

町
の
福
祉
や
医
療
、
教
育
、
道
路
、

公
園
の
整
備
、ゴ
ミ
処
理
、農
林
業
、

借
金
の
返
済
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

国民健康保険特別会計

12億1,330万円

自営業の方や退職された方の医療
費を給付するために使われます。

老人保健（医療）事業特別会計

16億8,798万円

75歳以上の方の医療費を給付す
るために使われます。

介護保険特別会計

11億6,692万円

介護が必要な方を支えるために、
介護サービス費を給付します。

農業集落排水事業特別会計

4,090万円

都市計画区域以外の下水道整備や
汚水処理のために使われます。

下水道事業特別会計

4億4,391万円

環境を守る公共下水道の整備や汚
水処理のために使われます。

簡易水道事業特別会計

2億1,005万円

上水道区域以外の水道の管理運営
に使われます。

水道事業会計
収益的支出　2億2,374万円
資本的支出　1億1,996万円
安心して使える水を供給するため
に使われます。

障害認定事業特別会計

311万円

障害の程度を審査、認定するため
に使われます。
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平
成
十
九
年
度
よ
り
町
民
生
活
課
と
福

祉
保
健
課
を
統
合
し
「
町
民
福
祉
課
」
に
、

農
林
課
と
商
工
観
光
課
を
統
合
し
「
産
業

課
」
に
、建
設
課
と
水
道
課
を
統
合
し
「
建

設
課
」
に
な
り
ま
す
。

事
務
分
担
の
見
直
し
を
し
、
業
務
体
制

の
合
理
化
を
図
り
、
行
政
運
営
の
効
率
化

な
ど
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
主
体
的
で
公
益
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
と
、
町
民
生
活
に
関
連
し
た
町
民
主

導
の
維
持
管
理
活
動
に
対
し
、
町
が
そ
の

活
動
経
費
を
支
援
し
て
い
く
制
度
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

身
近
な
環
境
を
自
ら
き
れ
い
に
し
よ
う

と
す
る
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で

す
の
で
、
こ
の
支
援
制
度
を
契
機
に
、
多

く
の
主
体
的
な
町
民
活
動
が
活
性
化
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
支
援

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
十
五
㌻
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

光
フ
ァ
イ
バ
通
信
の
誘
致
に
つ
い
て
、

二
月
二
十
二
日
、
誘
致
活
動
を
行
う
「
株

式
会
社
あ
っ
た
か
五
城
目
」
と
と
も
に
東

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
秋
田
支
店
を
訪

れ
、
早
期
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
馬
場
目
地
区
（
八
五
三

局
）
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
つ
い

て
も
要
望
致
し
ま
し
た
。

今
後
も
早
期
実
現
と
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
全
町
的
整
備
に
向
け
て
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
は
、
平
成
二

十
年
四
月
の
稼
動
に
向
け
現
在
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
施
設
計
画
区
域
の

造
成
工
事
や
地
下
部
分
の
掘
削
・
打
設
工

事
を
終
了
し
、
現
在
、
鉄
筋
加
工
組
立
、

配
筋
工
事
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
工
場

で
は
回
転
破
砕
機
、
磁
選
機
な
ど
の
製
作

を
行
っ
て
お
り
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
旨
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

３３月議会定例会月議会定例会３月議会定例会
◆
◇
◆　

町
長
施
政
説
明
　

◆
◇
◆

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

 

ま
ち
づ
く
り
課

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

整
備
に
つ
い
て

 

ま
ち
づ
く
り
課

平成19年3月議会定例会が、3月
5日から14日までの日程で開催さ
れました。議会では「平成19年度
一般会計予算」など38案件が可決・
同意されました。
今月号では、定例会初日に行わ

れた渡邉町長と伊藤教育長の施政
説明を要約して紹介します。

「 平成19年度一般会計予算」
など38案件が可決・同意
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八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合

の
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て 

町
民
生
活
課

役
場
組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て

 

総　

務　

課



全
国
的
に
は
、
や
や
上
向
き
状
況
に
あ

る
雇
用
お
よ
び
経
済
情
勢
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
町
に
お
い
て
は
い
ま
だ
厳
し
い
現

状
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
十

八
年
度
は
、
厚
生
労
働
省
の
支
援
で
「
五

城
目
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
造
に
関
す
る

調
査
研
究
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
結
果
を
基
に
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

三
か
年
で
「
食
」
と
「
匠
」
に
よ
る
雇
用

機
会
の
創
出
を
テ
ー
マ
に
、「
朝
市
を
含

め
た
農
産
物
の
加
工
」
と
「
特
産
品
の
開

発
、
木
工
、
金
属
加
工
な
ど
の
伝
統
工
芸

技
術
」
の
二
つ
に
重
点
を
置
き
、
人
材
育

成
と
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
、
株
式
会
社
あ
っ

た
か
五
城
目
が
管
理
運
営
す
る
五
城
館
で

す
が
、
当
初
計
画
に
比
べ
利
用
人
数
に
つ

い
て
は
上
回
っ
た
も
の
の
、
飲
食
売
上
な

ど
の
収
入
面
で
は
計
画
額
に
達
せ
ず
、
経

費
削
減
な
ど
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
同
社

と
協
議
し
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
は

経
営
改
善
に
一
層
尽
力
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
倉
山
荘
は
、
平
成
十
九
年
度

中
の
早
い
時
期
に
譲
渡
、
ま
た
は
、
貸
付

な
ど
の
方
向
を
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

盆
城
庵
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
回

に
わ
た
り
合
地
町
内
会
と
協
議
し
た
結

果
、
合
意
を
得
た
た
め
に
合
地
町
内
会
を

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
主
な
工
事
は
、
公
共

下
水
道
事
業
、
雀
館
公
園
整
備
事
業
、
町

単
独
道
路
整
備
事
業
、
住
宅
修
繕
工
事
で

す
。公

共
下
水
道
事
業
は
、
新
た
に
野
田
地

区
・
岡
本
地
区
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雀
館
公
園
整
備
事
業
は
、

秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催
前
ま
で
に
駐
車
場

の
舗
装
を
完
成
す
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

老
朽
管
更
新
事
業
と
し
て
、
平
成
十
八

年
度
は
、
町
道
上
町
線
の
一
部
個
所
と
下

山
内
地
区
配
水
管
新
設
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
は
、
町
道
広
ケ
野
下
山

内
線
の
一
部
個
所
の
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

救
急
救
命
士
一
名
が
、
現
在
秋
田
大
学

付
属
病
院
で
気
管
内
挿
管
を
実
習
中
で
あ

り
、
町
で
二
人
目
の
気
管
内
挿
管
認
定
救

急
救
命
士
と
な
る
よ
う
養
成
を
受
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
六
人
目
の
救
急
救
命
士
を
養
成

す
る
た
め
、
四
月
か
ら
署
員
一
名
を
東
京

研
修
所
へ
入
校
さ
せ
る
予
定
で
す
。

五
城
目
第
一
中
学
校
の
改
築
に
あ
た
っ

て
、
校
舎
な
ど
の
構
造
を
木
造
一
部
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
あ
る
い
は
木
造
と
し

て
設
計
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

木
造
部
分
に
お
い
て
は
、
防
火
壁
や
耐
力

壁
の
必
要
性
、
窓
な
ど
の
開
口
部
や
広
い

空
間
に
制
約
を
受
け
る
な
ど
の
問
題
が
あ

る
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
で
は
、
こ
の
問
題
解
決
の

た
め
設
計
業
者
と
協
議
し
、
山
王
中
学
校

や
本
荘
東
中
学
校
を
視
察
す
る
な
ど
充
分

な
時
間
を
か
け
て
検
討
し
た
結
果
、
構
造

を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
す
る
こ
と

が
、
こ
れ
ら
の
制
約
を
解
消
す
る
最
善
の

方
法
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
い
た
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
建
設
コ
ス
ト
や
建
設

後
の
維
持
管
理
の
面
か
ら
も
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
方
が
有
利
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
議
員
の
皆
様
に

学
校
の
構
造
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き

た
く
、
一
月
十
九
日
に
本
荘
東
中
学
校
の

視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
二
月
六
日
に
は

議
会
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
が
、
説
明
不
足
、
資
料
の
不
備
な
ど

か
ら
充
分
な
ご
審
議
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ

り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
構
造
に
つ
き
ま
し
て
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
見
直
し
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
っ
て
も
、
内
装

に
地
場
産
材
を
効
果
的
に
使
用
し
、
地
元

の
業
者
を
有
効
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

木
造
と
同
様
に
木
材
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い

校
舎
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

月議会定例会３
施
政
説
明
を
行
う
渡
邉
町
長

人
材
育
成
と
雇
用
の
場
の

創
出
を
図
り
ま
す
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五
城
目
第
一
中
学
校
改
築
に
伴
う
構
造

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
基
本
構
想
作
成
段

階
で
は
、
議
員
の
皆
様
か
ら
は
、
議
会
議

員
全
員
協
議
会
や
能
代
市
の
木
造
小
中
学

校
の
視
察
を
通
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
木
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

方
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

基
本
設
計
は
、
昨
年
十
月
に
町
内
の
設

計
業
者
に
よ
る
共
同
企
業
体
と
契
約
を
締

結
し
、
構
造
を
木
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
と
し
て
、
設
計
作
業
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
木
造
部
分
に
お
い
て
、
防
火

壁
や
耐
力
壁
の
必
要
性
、
窓
等
の
開
口
部

や
広
い
空
間
に
制
約
を
受
け
る
な
ど
の
問

題
が
生
じ
、
設
計
業
者
を
は
じ
め
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
五
城
目
第
一
中
学
校

と
協
議
し
、
こ
の
問
題
解
決
に
努
め
ま
し

た
。十

一
月
に
は
山
王
中
学
校
と
本
荘
東
中

学
校
を
視
察
す
る
な
ど
充
分
な
時
間
を
か

け
て
、
木
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
両
面
か
ら
検

討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
五
城
目
第
一
中
学
校
の
改

築
に
お
い
て
は
、
木
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

方
が
設
計
上
、
財
政
上
あ
る
い
は
建
築
後

の
維
持
管
理
上
有
効
で
あ
る
と
い
う
考
え

に
い
た
り
ま
し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
っ
て
も
、

木
材
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
と
す
る
に

は
、
内
装
に
地
場
産
材
を
効
果
的
に
使
用

し
、
地
元
の
業
者
を
有
効
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
対
応
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

五
城
目
第
一
中
学
校
の
改
築
問
題
を
考

え
る
と
き
に
、
何
よ
り
も
そ
こ
で
学
び
生

活
す
る
生
徒
た
ち
が
満
足
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
や
る
こ
と
を
、
最
優
先
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

改
築
の
基
本
理
念
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
先
生

た
ち
、
多
く
の
人
た
ち
の
思
い
や
願
い
、

考
え
方
を
集
約
し
た
基
本
構
想
に
あ
り
ま

す
。そ

の
基
本
構
想
の
中
に
は
、
①
さ
わ
や

か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
ゆ
と
り
の
空
間
、

②
採
光
に
優
れ
た
明
る
く
心
地
よ
い
校

舎
、
③
動
線
を
重
視
し
た
効
率
的
な
教
室

配
置
、
④
防
災
・
防
犯
機
能
の
充
実
等
々

が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
現
在
の
教
育
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
も
四
十
年
、
五
十
年
先
を
見
通

し
た
校
舎
を
改
築
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
観
点
を
踏
ま
え
て
学
校
改
築
を
考
え
、

進
め
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
春
、
町
内
の
小
学
校
を
卒
業
す
る

児
童
数
は
百
九
名
で
、
こ
れ
に
対
し
て
入

学
す
る
児
童
数
は
、
昨
年
よ
り
五
名
少
な

い
七
十
九
名
で
す
。
ま
た
、
●
●
●
●
●

中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
数
は
八
十
七
名

で
、
こ
れ
に
対
し
て
入
学
す
る
生
徒
数
は
、

昨
年
よ
り
二
十
八
名
多
い
百
八
名
で
す
。

平
成
十
九
年
度
当
初
の
小
学
校
児
童
数
は

四
百
六
十
五
名
、
中
学
校
生
徒
数
は
二
百

九
十
七
名
で
、
町
内
の
児
童
生
徒
数
は
昨

年
よ
り
九
名
少
な
い
七
百
六
十
二
名
に
な

る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
三

歳
児
十
一
名
、
四
歳
児
十
八
名
、
五
歳
児

十
四
名
の
四
十
三
名
と
な
る
見
込
み
で

す
。●

●
●
●
●
中
学
校
で
は
、
今
年
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念
事
業

を
行
い
、
生
徒
た
ち
に
六
十
年
と
い
う
時

間
を
越
え
た
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
や
、

仲
間
と
と
も
に
学
び
あ
う
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
校
舎
の
改
築
を
控
え
て
お
り
、

現
校
舎
で
の
節
目
の
行
事
は
最
後
と
な
る

こ
と
か
ら
、
同
校
の
教
育
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
様
を
招
い
て
式
典
を
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
小
学
校
の
児
童
数
と
学
級
数
の

推
移
を
見
ま
す
と
、
平
成
二
十
一
年
度
に

は
、
●
●
●
小
学
校
と
●
●
小
学
校
が
、

全
学
年
複
式
の
三
学
級
と
な
る
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

●
●
小
学
校
は
、
平
成
二
十
一
年
度
時

点
に
お
い
て
複
式
一
学
級
の
五
学
級
で
は

あ
り
ま
す
が
、
学
級
数
、
児
童
数
と
も
あ

る
程
度
確
保
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

町
の
自
立
計
画
で
は
、
●
●
●
小
学
校

と
●
●
小
学
校
を
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

に
●
●
●
小
学
校
に
統
合
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

学
校
の
小
規
模
化
や
複
式
学
級
の
増
加

は
、
学
校
の
活
力
や
教
育
効
果
な
ど
に
お

い
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
と
は
い
え
ず
、

両
校
の
統
合
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
の
統
合

は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
を

得
た
上
で
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
、
関
係
者
の
皆
様
と

話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
に
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

●
●
●
●
●
中
学
校

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
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●
●
●
幼
稚
園
は
、
平
成
十
六
年
に
保

育
園
と
の
一
体
型
施
設
と
し
て
建
築
さ
れ

て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
社
会
福
祉

法
人
●
●
●
保
育
園
に
運
営
を
移
行
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
公
立
幼
稚
園
を
私
立
幼
稚
園

に
移
行
す
る
こ
と
は
、
全
国
で
も
事
例
が

な
い
こ
と
も
あ
り
、
県
と
た
び
た
び
協
議

し
、
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

法
人
化
す
る
こ
と
に
伴
う
補
助
金
の
返
還

や
起
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
対
す
る
解
決

策
を
見
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
●
●
●
保
育
園
と
の
話
し
合
い

や
保
護
者
な
ど
へ
の
説
明
な
ど
の
時
間
も

必
要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

自
立
計
画
よ
り
一
年
遅
れ
と
な
り
ま
す

が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
の
移
行
を
目
標

に
作
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
園
舎
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
は
教
育
施
設
と
し
て
の
利
活
用
を
考
え

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
平
成
十
六
年
に
地
元

の
●
●
●
町
内
会
か
ら
、
早
期
解
体
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
中
心
部
に
あ
り
、
園
舎
な
ど
を
解

体
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
敷
地
は
二
千
七

百
八
十
四
平
方
㍍
あ
り
、
宅
地
分
譲
、
道

路
の
拡
幅
、
公
園
、
災
害
時
の
避
難
場
所

な
ど
の
利
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
ほ
ど
教
育
財
産
を
普
通
財
産
に
所
管

換
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
●
●
●
小
学
校
校
舎
な
ど
に

つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
旧
●
●
●
保
育
園

も
含
め
て
解
体
す
る
こ
と
と
し
、
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
が
、
一
月
十
五
日
に
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
跡
地
に
つ
き
ま
し

て
も
、
教
育
財
産
か
ら
普
通
財
産
に
す
る

た
め
の
事
務
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

九
年
四
月
一
日
よ
り
各
地
区
町
内
会
長
会

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
施
設
の
効
率
的
な
管

理
運
営
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域

の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
特
色
あ
る
地
域

づ
く
り
や
地
域
に
お
け
る
不
審
者
対
策
な

ど
地
域
安
全
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
が
必
要
と
す
る
事
業
を
展
開

す
る
た
め
、
行
政
、
地
域
住
民
、
各
種
団

体
と
連
携
・
協
力
し
地
域
住
民
参
画
に
よ

る
公
民
館
活
動
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
（
成
年
）
で
は
、
選
手
、
監
督
三
百
七

十
六
人
、「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
（
聴
覚
）
で
は
、
十
六
チ
ー

ム
二
百
四
十
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
ほ

か
、
競
技
役
員
、
視
察
者
、
観
覧
者
な
ど

大
勢
の
方
が
当
町
を
訪
れ
ま
す
。

当
町
で
は
国
体
意
識
の
盛
り
上
が
り
を

図
る
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
や
競
技
運
営
、
宿
泊
、

交
通
、
歓
迎
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
な
ど
と
随
時
、

打
ち
合
わ
せ
や
説
明
会
を
開
催
し
、
簡
素

で
効
率
的
な
運
営
や
、
心
の
ふ
れ
あ
い
の

場
の
創
出
な
ど
「
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
人

情
豊
か
な
大
会
」
を
め
ざ
し
、
大
会
運
営

に
万
全
を
期
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
明
治
四
十
年
（
西
暦
一
九
〇

七
年
）
六
月
十
九
日
に
、
五
城
目
町
字
下

夕
町
に
生
ま
れ
た
作
家
・
矢
田
津
世
子
氏

の
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
文
学
記
念
室
の

充
実
と
記
念
事
業
の
実
施
な
ど
、
矢
田
文

学
研
究
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
や
「
秋
田
わ

か
杉
大
会
」
と
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

月議会定例会３

秋
田
わ
か
杉
国
体
、わ
か
杉
大

会
に
つ
い
て

 

生
涯
学
習
課

●
●
●
幼
稚
園
の
法
人
化

に
つ
い
て

 

学
校
教
育
課

旧
●
●
●
幼
稚
園
の
園
舎

に
つ
い
て

 

学
校
教
育
課

地
区
公
民
館
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
に
つ
い
て

 

生
涯
学
習
課

副町長定数条例の制定について
　地方自治法の一部改正により、平成

19年４月１日から助役、収入役、吏員

制度が廃止され、助役の呼称が副町長

に改められることから、副町長の定数

を１人とします。

附属機関設置条例の一部を改正す
る条例制定について
　町民の主体的なまちづくり活動を支

援していくためのまちづくり活動支援

交付金の交付の可否などを審査する「ま

ちづくり活動支援審査委員会」を新た

に設置します。

　また、町が事業主体となる公共事業

の再評価を行う「公共事業再評価審議

委員会」を新たに設置します。

馬場目岳周辺自然ふれあい施設
　平成19年４月１日から盆城庵の指定

管理者を●●町内会会長●●●●さん

に指定します。

人権擁護委員候補者の推せんにつ
き意見を求めることについて
　人権擁護委員の●●●●さん（●●

●●）と●●●●さんが平成18年12月

をもって退任したことから、新たに●

●●●さんと●●●●さんを人権擁護

委員の候補者に推せんします。

平成18年度一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ6,386万3,000円

の減額補正。補正後の予算総額は50億

664万円。

平成19年度一般会計予算
　（２・３㌻をご覧ください）
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矢
田
津
世
子
生
誕
１
０
０
年

を
Ｐ
Ｒ

 

生
涯
学
習
課

可決・同意された主な議案
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重
度
心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん

タ
クシ
ー
利
用
券
を
ご
利
用
く
だ
さい

役
場
町
民
福
祉
課
で
は
、
平
成
十
九
年
度

の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
交
付
対
象
者 

　

五
城
目
町
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
一
級
・
二
級
、
ま
た
は
、
療
育
手
帳
Ａ

を
持
っ
て
い
る
方
。

▼
交
付
枚
数 

　

通
院
加
療
の
場
合
に
限
り
、
月
二
枚
を
限

度
に
二
十
四
枚
交
付
し
ま
す
。

▼
使
え
る
範
囲 

　

町
内
や
近
隣
町
村
で
、
町
内
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
場
合

▼
申
し
込
み 

　

役
場
町
民
福
祉
課
へ
印
鑑
と
手
帳
を
お
持

ち
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
福

祉
担
当
（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）
ま
で

お子さんの健康診査の日程を確認してください

健　診　日 ４か月 ７か月 10か月

平成19年４月17日㈫
５月21日㈪
６月19日㈫
７月31日㈫
８月27日㈪
９月18日㈫
10月16日㈫
11月20日㈫
12月17日㈪

平成20年１月15日㈫
２月25日㈪
３月18日㈫

平成18年12月生
平成19年１月生
平成19年２月生
平成19年３月生
平成19年４月生
平成19年５月生
平成19年６月生
平成19年７月生
平成19年８月生
平成19年９月生
平成19年10月生
平成19年11月生

平成18年９月生
平成18年10月生
平成18年11月生
平成18年12月生
平成19年１月生
平成19年２月生
平成19年３月生
平成19年４月生
平成19年５月生
平成19年６月生
平成19年７月生
平成19年８月生

平成18年６月生
平成18年７月生
平成18年８月生
平成18年９月生
平成18年10月生
平成18年11月生
平成18年12月生
平成19年１月生
平成19年２月生
平成19年３月生
平成19年４月生
平成19年５月生

健　診　日 生まれた年月

平成19年６月5日㈫

9月4日㈫

12月4日㈫
平成20年３月4日㈫

平成17年９月・10月・11月
平成17年12月
平成18年１月・２月
平成18年３月・４月・５月
平成18年６月・７月・８月

健　診　日 生まれた年月

平成19年4月26日㈭
7月12日㈭

11月29日㈭
平成20年１月31日㈭

平成16年９月・10月・11月
平成16年12月、平成17年１月
平成17年２月・３月
平成17年４月・５月・６月
平成17年７月・８月

健　診　日 生まれた年月

平成19年5月15日㈫
８月21日㈫
10月 2日㈫
12月25日㈫

平成20年２月19日㈫

平成15年９月・10月・11月１日～14日
平成15年11月15日～30日・12月・平成16年１月１日～5日
平成16年１月6日～31日・２月・３月
平成16年４月・５月
平成16年６月・７月・８月

実施月日 生まれた年月
【受付10：00～10：30】【受付12：40～13：00】【受付13：15～13：30】【受付13：15～13：30】

      平成19年４月27日㈮

６月28日㈭

８月31日㈮

10月19日㈮

12月21日㈮

平成20年２月22日㈮

平成18年３月・４月

平成18年５月・６月

平成18年７月・８月

平成18年９月・10月

平成18年11月・12月

平成19年１月・２月

●乳児健康診査 ●１歳児健康相談

●１歳６か月児健康診査 ●２歳児歯科健康診査 ●３歳児健康診査

【受付12：45～13：15】 【受付12：40～13：10】 【受付12：45～13：15】

9月27日㈭

お問い合わせは
町民福祉課保健介護担当
（☎852・5180）まで※ 健康診査には母子手帳、アンケート用紙、歯ブラシなどをお持ちください。

湖
東
総
合
病
院
新
築
を
考
え
る

住
民
フォー
ラ
ム

「
病
院
は
い
つ
で
き
る
の
」「
町
の
負
担
金

は
」「
病
院
の
規
模
は
」
分
か
ら
な
い
こ
と

や
不
安
な
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
を
質
問
し

ま
し
ょ
う
。

▼
日　

時　

 

四
月
十
五
日
㈰　

午
後
一
時
三
十
分
〜

▼
会　

場　

五
城
館
大
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

◆
司　

会　

ハ
ー
ト
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

◆
パ
ネ
リ
ス
ト　

 

五
城
目
町
長
、
八
郎
潟
町

長
、
井
川
町
長
、
大
潟
村

長
、
湖
東
総
合
病
院
院
長

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
追
納
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
の
免
除
や
学
生
時
の
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

と
き
に
比
べ
て
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
、
十
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
追
納
す
る
と
き
は
、
免
除
や
納

付
猶
予
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
三
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、
承
認

を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
、
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
秋
田
社
会
保
険

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
秋
田
社
会
保
険
事
務

所
（
☎
８
６
５
・
２
３
７
９
）
ま
で



こ
れ
ま
で
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
た

場
合
に
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
七
十
歳
未

満
の
方
の
入
院
時
の
支
払
い
は
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
提
示
に
よ
り
、
自
己
負
担

限
度
額
に
変
わ
り
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

入
院
が
決
ま
っ
た
ら
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法　

 

国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

お
持
ち
の
う
え
役
場
町
民
福

祉
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
国

保
担
当
（
☎
８
５
２
・
５
１
０
８
）
ま
で
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お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー4月

■　健　　診　■
17日　乳児健康診査
対象　  平成18年12月生まれ

12時40分～13時00分
　　　平成18年６月、９月生まれ

13時15分～13時30分
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

26日　2歳児歯科健康診査
対象　平成16年９月～11月生まれ
受付　12時40分～13時10分

27日　１歳児健康相談
対象　平成18年３月、４月生まれ
受付　10時00分～10時30分

■　そ の 他　■
９日・23日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時

20日　親子ふれあい教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～12時

お問い合わせは

役場町民福祉課保健介護担当　☎８５２・５１８０

役場の組織機構改革により、
ケアセンター五城目の保健介護
担当職員は、役場庁舎の町民福
祉課内に移動します。
ただし、健診はこれまでどお

りケアセンター五城目で行いま
す。また、健診についての電話
もこれまでどおり、

☎８５２・５１８０

におかけください。

役場の組織機構改革により、

健診はこれまで通り
ケアセンター五城目
で行います

こ
れ
ま
で
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
高
額

こ
れ
ま
で
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
高
額

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費
の

支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す

♦これまで
　・医療機関の窓口で支払う額
　　自己負担額の12万円
　・ 支払いの後、役場に申請し支給される高額療養費
　　 自己負担額12万円－自己負担限度額8万1,430円

＝3万8,570円
♦平成19年４月から
　・    医療機関の窓口で支払う額
　　 自己負担限度額の8万1,430円
　・ 高額療養費
　　 3万8,570円は国民健康保険から医療機関に支払い
　※ 入院のとき、医療機関に「限度額適用認定証」を提示す
る必要があります。

高額療養費の支給方法の例

♦ 入院時の総医療費が40万円かかった場合
（所得区分：一般）

・ 自 己 負 担 額　 総医療費40万円×自己負担割合３割
＝12万円

・ 自己負担限度額　 8万100円＋（総医療費40万円－26
万7,000円）×１㌫＝8万1,430円
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こころはればれ
通信Vol.９

◆豚しゃぶのおろし和え（4人分）
《 材 　料》　 豚肩薄切り肉250㌘、春菊200㌘、大根200㌘、

スリムネギ20㌘、レモン・しょうゆ（もしくはポ
ン酢）、ミニトマト

《 作 り方》　 ①豚肉は食べやすい大きさに切る。②春菊は茎の
硬いところを取り除き、食べやすく切る。③大根
はおろして、スリムネギは小口切りにする。④レ
モンはくし型に切っておく。⑤鍋に湯を沸かし、
豚肉をゆでる。春菊も同じ湯でゆでる。⑥深めの
器に、豚肉と春菊を盛り、湯で汁を少しかける。
彩りにミニトマトを飾る。⑦別の器に大根おろし、
スリムネギ、レモンを添える。⑧豚しゃぶをタレ
に付けて薬味と一緒に食べる。

保健師　●●

元気!がでる食事
タンパク質は、身体に必要不可欠な栄養です。元気がでますよ！

高
齢
者
を
総
合
的
に
支
援

地
域
包
括
支
援
セン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
総
合
的
に
支
援
す
る
身
近
な

機
関
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

設
置
に
伴
い
、
今
後
、
要
支
援
１
・
２
に

認
定
さ
れ
た
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
同
セ
ン

タ
ー
が
作
成
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

◆ 

高
齢
者
や
そ
の
家
族
な
ど
に
対
し
て
の
総

合
的
な
相
談
・
支
援
業
務

◆ 

虚
弱
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
役
場
一
階
・
☎
８
５
５
・
１
０
７

０
）
ま
で

元気な歯っていいね！　３歳児歯科健康診査
虫歯ゼロ（２月27日健診）
『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家

族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持につ
いて基本を身につけましょう。

●●　●●くん
（●●●●）

●●●●●くん
（●　●）

●●　　●ちゃん
（●●●●）

●●　●●くん
（●　●）

●●　●●くん
（●●●）

●●　　●くん
（●　●）

●●●●●ちゃん
（●　●）

●●　●●くん
（●●●●）



三
月
八
日
か
ら
秋
田
市
の
ア

ト
リ
オ
ン
で
県
新
作
家
具
・
イ

ン
テ
リ
ア
展
が
行
わ
れ
、
●
●

●
●
さ
ん
（
●
●
タ
ン
ス
店
・

新
畑
町
）
の
県
知
事
賞
（
総
合

最
優
秀
賞
）
受
賞
を
含
め
町
の

四
業
者
が
入
賞
し
、
職
人
の
町
、

五
城
目
町
の
名
を
高
め
ま
し
た
。

▼
県
知
事
賞　

●
●
●
●
さ
ん

（
●
●
タ
ン
ス
店
）　

▼
秋
田
テ

レ
ビ
社
長
賞　

●
●
●
さ
ん
（
●

●
●
木
工
㈲
）　

▼
秋
田
朝
日
放

送
社
長
賞　

●
●
●
●
●
さ
ん

（
木
工
●
●
）　

▼
県
家
具
工
業

会
理
事
長
賞　

●
●
●
●
●
さ

ん
（
●
●
●
木
工
）

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

エ
チ
オ
ピ
ア
で
二
年
間
活
動
し

た
●
●
●
●
●
さ
ん
の
貴
重
な

体
験
を
聞
こ
う
と
、
町
内
小
中

学
校
や
婦
人
会
研
修
会
な
ど
で

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
に
は
●
●
●

●
●
中
学
校
の
一
年
生
を
対
象

に
講
演
会
が
開
か
れ
、
●
●
●

さ
ん
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
こ
と
ば

や
生
活
習
慣
、
協
力
隊
員
と
し

て
経
験
し
た
こ
と
を
通
じ
「
あ

り
が
と
う
」
と
感
謝
す
る
心
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
●
●
●
さ
ん

小
中
学
校
や
婦
人
会
研
修
会
で
講
演
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昭
和
五
十
一
年
に
設
立
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
（
体
育
館
）

の
管
理
運
営
に
努
め
て
き
た
●

●
●
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

委
員
会
が
、
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。
四
月

か
ら
●
●
●
地
区
公
民
館
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
●
●
●
地

区
町
内
会
長
会
が
指
定
管
理
者

と
し
て
管
理
運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
推
進
委
員
会
の
設
立
趣
旨

が
達
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
解
散

し
た
も
の
で
す
。

三
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た

解
散
総
会
で
は
推
進
委
員
会
会

長
●
●
●
●
さ
ん
（
●
●
）
が

あ
い
さ
つ
し
、
解
散
の
経
緯
を

説
明
し
ま
し
た
。

管
理
運
営
は
地
区
公
民
館
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

●
●
●
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
委
員
会
が
解
散

平
成
三
年
四
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を
務

め
ら
れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
●

●
●
さ
ん
（
●
●
●
）
に
、
こ

の
た
び
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
長
か
ら
国
保
事
業
功
労

者
と
し
て
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

職
人
の
町
、五
城
目
町
の
４
業
者
が
入
賞

第
49
回
県
新
作
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
展

（
敬
称
略
）

第
２
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
卓

球
選
手
権
大
会

◆
小
学
校
５
・
６
年
男
子
シ
ン

グ
ル
ス　

▼
優
勝　

●
●
●
●

●（
●
小
●
年
）　

▼
準
優
勝　

●

●
●
●（
●
小
●
年
）　

▼
第
３
位

●
●
●
●（
●
小
●
年
）　

◆
小
学

校
４
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
　

▼
優
勝　

●
●
●
●（
●
小
）　

▼
準
優
勝　

●
●
●
●（
●
小
）　

▼
第
３
位　

●
●
●
●
●
（
●

小
）、●
●
●
●（
●
小
）　

◆
小
学

校
５
・
６
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

▼
優
勝　

●
●
●
●
●（
●
小
●

年
）　

▼
第
３
位　

●
●
●
●
●

（
●
小
●
年
）、●
●
●
●（
●
小
●
年
）

◆
小
学
校
男
子
団
体　

▼
優
勝

●
●
卓
球
ス
ポ
少　

▼
準
優
勝

●
●
●
ス
ポ
少
Ｂ　

▼
第
３
位

●
●
●
ス
ポ
少
Ａ　

◆
小
学
校

女
子
団
体　

▼
優
勝　

●
●
ス

ポ
少
Ａ　

▼
準
優
勝　

●
●
●

ス
ポ
少
Ｂ　

▼
第
３
位　

●
●

ス
ポ
少
Ｃ
、●
●
●
ス
ポ
少
Ａ

◆
中
学
校
男
子
団
体　

▼
優
勝

●
●
中
男
子
卓
球
部　

◆
中
学

校
女
子
団
体　

▼
第
３
位　

●

●
中
女
子
卓
球
部

第
33
回
男
鹿
市
民
卓
球
大
会

◆
ジ
ュ
ニ
ア
１
部　

▼
第
３
位

●
●
●
ス
ポ
少
Ａ

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
春

季
水
泳
競
技
大
会
秋
田
県
予
選
会

◆
女
子
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ　

▼

第
３
位　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）

第
11
回
全
国
少
年
少
女
選
抜
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

◆
女
子
の
部
５
年
生
40
㌕
級　

▼
準
優
勝　

●
●
●
●
●
●（
●

小
●
年
）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

●
●
●
さ
ん（
●
●
●
）に
表
彰
状

●●●●さんの秋田杉チェスト（県知事賞）

●
●
●
●
●
中
学
校
で
の

講
演
会
の
様
子
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☎ 役場へのお問い合わせは

直通電話が便利です！
役場１階
■町民福祉課　┬　町民生活担当　─── ☎　852-5112
　　　　　　　│
　　　　　　　├　福　祉　担　当　─── ☎　852-5128
　　　　　　　│
　　　　　　　├　介　護　担　当　─── ☎　852-5107
　　　　　　　│
　　　　　　　├　国　保　担　当　─── ☎　852-5108
　　　　　　　│
　　　　　　　└　保健介護担当　─── ☎　852-5180
■町民福祉課へのファクス　───── �　852-5367
■出　納　室　─────────── ☎　852-5152
■税　務　課　─────────── ☎　852-5144
■出納室・税務課へのファクス　──── �　852-5604
■地域包括支援センター　────── ☎　855-1070
役場２階
■産　業　課　┬　農　政　担　当　─── ☎　852-5215
　　　　　　　│
　　　　　　　├　林　政　担　当　─── ☎　852-5233
　　　　　　　│
　　　　　　　└　商工観光担当　─── ☎　852-5222
■農業委員会　─────────── ☎　852-5295
■産業課・農業委員会へのファクス　── �　852-5369
■建　設　課　┬　建　設　担　当　─── ☎　852-5252
　　　　　　　│
　　　　　　　├　都市整備・下水道担当　── ☎　852-5263
　　　　　　　│
　　　　　　　└　水　道　担　当　─── ☎　852-5133
■建設課へのファクス　─────── �　852-5368
役場３階
■町　長　室　─────────── ☎　852-2007
■副 町 長 室　─────────── ☎　852-3811
■総　務　課　┬　総　務　担　当　─── ☎　852-5332
　　　　　　　│
　　　　　　　└　財　政　担　当　─── ☎　852-5322
■総務課へのファクス　─────── �　852-5399

役場３階
■選挙管理委員会　───────── ☎　852-5318
■まちづくり課　┬　まちづくり担当　── ☎　852-5361
　　　　　　　　│
　　　　　　　　└　広報公聴担当　── ☎　852-5342
■まちづくり課へのファクス　──── �　852-3151
■学校教育課　─────────── ☎　852-5372
■学校教育課へのファクス　───── �　852-5370
役場４階
■議会事務局　─────────── ☎　852-5411
■議会事務局へのファクス　───── �　852-5402
役場庁舎以外の公共施設
■生涯学習課（町民センター）　──── ☎　852-4411
■生涯学習課へのファクス　───── �　852-4414
■馬川地区公民館　───────── ☎　855-1175
■馬場目地区公民館　──────── ☎　853-2121
■富津内地区公民館　──────── ☎　854-2121
■内川地区公民館　───────── ☎　854-2314
■森山地区公民館　───────── ☎　852-4421
■大川地区公民館　───────── ☎　875-5067
■消　防　署　─────────── ☎　852-2028
■消防署へのファクス　─────── �　852-4367
■大川保育園　─────────── ☎　875-3033
■内川保育園　─────────── ☎　854-2967
■馬場目保育園　────────── ☎　853-2321

課
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

♦ 

町
民
生
活
課
・
福
祉
保
健
課
は
町
民
福
祉
課
に
変
わ
り

ま
す
。

　

♦ 

農
林
課
・
商
工
観
光
課
は
産
業
課
に
変
わ
り
ま
す
。

　

♦
水
道
課
は
建
設
課
に
変
わ
り
ま
す
。

事
務
室
を
移
動
・
新
設
し
ま
す

役
場
１
階

　

♦ 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
五
城
目
に
設
置
し
て
い
た
保
健
室
を
１

階
西
棟
（
前
土
壌
分
析
室
）
へ
移
動
し
ま
す
。（
四
月
中

旬
こ
ろ
）

　

♦ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
１
階
東
棟
（
前
水
道
課
）

に
新
設
し
ま
す
。

役
場
２
階

　

♦ 

１
階
に
設
置
し
て
い
た
水
道
課
事
務
室
を
２
階
建
設
課

事
務
室
に
統
合
し
ま
す
。

　

♦ 

１
階
に
設
置
し
て
い
た
土
壌
分
析
室
を
２
階
農
業
委
員

会
事
務
室
の
隣
に
移
動
し
ま
す
。（
四
月
中
旬
こ
ろ
）

※ 

そ
の
ほ
か
の
事
務
室
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
位
置

で
す
が
、
町
民
生
活
課
、
福
祉
保
健
課
、
商
工
観
光
課
、

農
林
課
、
水
道
課
は
、
統
合
に
よ
り
課
名
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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 〈3つの習慣〉
●寝タバコは絶対やめる。
● ストーブは燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。
● ガスこんろなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。
〈4つの対策〉
● 逃げ遅れを防ぐために、住宅
用火災警報器を設置する。
● 寝具や衣類からの火災を防
ぐために、防炎製品を使用す
る。
● 火災を小さいうちに消すた
めに、住宅用消火器などを設
置する。
● お年寄りや身体の不自由な
人を守るために、隣近所の協
力体制をつくる。

古い消火器の破裂事故が増え
ています。消火器に安全栓（ピ
ン）が確実に装着されている
か、容器やホースに劣化はない
か点検しましょう。

　古くなった消火器は粗大ゴミ
として捨てることはできませ
ん。
　事故を防ぐために、専門の業
者や消防署に依頼して、点検・
処分をしてください。
※ 点検・処分は有料です。
※ お問い合せは、町消防署（☎
８５２・２０２８）まで

「
あ
っ
大
変
だ
！
」

気
づ
い
た
と
き
に
は
、
も
う
遅
い

の
で
す
。

火
は
燃
え
上
が
り
、
煙
は
充
満
し

…
…
。
考
え
る
だ
け
で
お
そ
ろ
し
い

こ
の
よ
う
な
火
災
は
、
年
に
何
件
か

発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

昨
年
の
五
城
目
町
の
火
災
件
数
は

六
件
で
、
車
火
災
が
二
件
、
住
宅
火

災
が
三
件
で
し
た
。
私
は
六
件
は

ち
ょ
っ
と
多
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
冬
の
季
節
は
、
全
国
的

に
も
っ
と
も
火
災
が
多
い
時
期
な
の

で
す
。

冬
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
一
日
中
つ
け

て
い
ま
す
。
夜
寝
る
と
き
に
は
、
ス

ト
ー
ブ
を
消
し
ま
す
。
消
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
消
し
忘
れ
は

大
変
な
事
故
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら

れ
る
火
事
の
多
く
は
、
ス
ト
ー
ブ
が

原
因
な
の
で
す
。
家
な
ど
が
焼
け
た

だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
の
で
す
が
、
最

近
は
人
が
死
亡
し
て
い
る
火
事
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
も
一
人
ぐ
ら
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
数
人
が
死
亡
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
冬
の
時
期
は
、
そ

の
よ
う
な
火
災
事
故
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

私
は
、
驚
き
と
と
も
に
悲
し
み
感

が
あ
り
、
と
て
も
か
わ
い
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
。
冬
は
火
災
が
多
い
の
で
、

家
で
は
私
が
寝
る
前
に
リ
ビ
ン
グ
な

ど
全
て
確
認
し
て
寝
ま
す
。
そ
し
て

最
後
に
は
家
族
全
員
で
確
認
し
ま
す
。

祖
父
母
は
、

「
い
い
こ
と
だ
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
火
の
元
を
確
認
し

て
、
火
災
が
起
き
な
い
よ
う
に
み
ん

な
で
注
意
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
こ
の
冬
の
時
期
は
、

ス
ト
ー
ブ
が
原
因
で
火
災
が
発
生
し

人
が
亡
く
な
り
ま
す
。
火
事
の
原
因

は
ス
ト
ー
ブ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

火
事
が
発
生
す
る
と
悲
し
い
こ
と
が

起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
で
注
意
し
て
、

一
人
一
人
が
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
必
ず
火
災
は
起

き
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
悲

し
い
思
い
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

春
は
降
水
量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
が
緩

ん
で
き
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
暖
房

器
具
の
お
世
話
に
な
る
季
節
で
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
季
節
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事

故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
、
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
全
県

一
斉
に
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

期
間
中
、
消
防
団
で
は
全
町
七
か
所

で
駆
け
つ
け
訓
練
を
行
う
ほ
か
、

一
般
家
庭
の
防
火
診
断
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
職
員
は
主
要
建
物
の
立
ち

入
り
査
察
を
行
い
ま
す
。
火
災
は
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
な
け
れ
ば
防

げ
ま
せ
ん
。

「消さないで　あなたの心の　注意の火」
４月１日㈰から７日㈯は

春の火災予防運動です

町
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

一
人
一
人
の
心
が
け

●●●小学校　５年
●●●●●さん

古い消火器を回収します

！

消火器を点検しましょう住宅防火
いのちを守る7つのポイント

運動期間中、
午後７時にサイレンを鳴らします。
火災と間違えないよう、ご注意ください。

中
央
線
入
口
に
町
が
設
置
し

て
い
る
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ド
ア
ー
チ

に
崩
落
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

改
修
工
事
を
四
月
上
旬
か
ら
行

い
ま
す
。

完
成
は
六
月
中
の
予
定
で

す
。
工
事
期
間
中
は
安
全
確
保

の
た
め
片
側
一
車
線
で
の
通
行

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産

業
課
商
工
観
光
担
当
（
☎
８

５
２
・
５
２
２
２
）
ま
で

ウ
ッ
ド
ロ
ー
ド

ア

ー

チ

改
修
工
事
を
行
い
ま
す



高
齢
者
が
互
い
に
親
し
み
、
新
し
い
知

識
を
習
得
し
な
が
ら
学
習
意
欲
を
高
め
合

う
率
浦
大
学
・
大
学
院
の
合
同
卒
業
式
が
、

三
月
二
十
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
卒
業
し
た
の
は
大
学
生
五
人
と
大

学
院
生
十
人
で
、
昭
和
四
十
四
年
の
開
設

以
来
二
千
四
百
七
十
九
人
が
卒
業
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

式
で
は
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

●
●
●
●
さ
ん
（
●
●
）
が
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

 2 ／ 定期人事異動辞令交付式（役場）

 6 ／ 町交通指導員任命式（役場）、町防
犯指導員任命式（役場） 

 11 ／ 県市町村職員互助会評議員会（県
市町村会館）

 12 ／ 新規学卒者新入社員合同入社式
（五城館）

 17 ／ 町老人クラブ定期大会（五城館）

 19 ／ 健康づくり推進員会議並びに研
修会（町民センター）

 20 ／ 雀舘公園桜まつり山開き（雀舘公
園）、町観光協会総会（町民センター）

 22 ／ みちのく渓流釣り大会in馬場目
川2007

 24 ／ 食生活改善推進協議会設立総会
（ケアセンター五城目）

 26 ／町内会長会総会（役場）

町長の主な予定（4月）

五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（2月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

慶弔費 4件

五城目建設技能組合第50回定期大会及び祝賀会、
五城目建築業協会定期大会、五城目地区交通指導
隊連合会40周年記念式典、下山内上下水道竣工祝
賀会

16,500円

お見舞 1件 公職者などへのお見舞 10,000円

会　費 1件 五城目高等学校教育懇談会 3,000円

その他 6件
寺庭町内会役員との懇談会、五城目町ＰＴＡ研究
集会、五城目地区町政座談会、エコトピア湖東講
演会、農業班長会議、広青苑・いこいの里冬まつり

18,500円

合 計 12件 48,000円

平成18年４月から平成19年２月までの合計 1,063,493円
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三
月
十
七
日
、
町
観
光
協
会
四
十
周
年

記
念
式
典
が
ガ
ー
デ
ン
松
竹
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
同
協
会
副
会
長
で
あ
っ
た

故
●
●
●
●
さ
ん
と
故
●
●
●
●
さ
ん
に

功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
●
●

●
●
●
会
長
が
「
協
会
発
展
に
寄
与
さ
れ

て
き
た
先
輩
や
役
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
今
後
も
朝
市
を
拠
点
と
し
て
観

光
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と

式
辞
を
述
べ
、
観
光
協
会
と
町
の
発
展
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
観
光
連

盟
会
長
で
あ
る
●
●
●
●
さ
ん
の
「
観
光

雑
感
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

観
光
協
会
と
町
の
発
展
を
誓
い
合
う

町
観
光
協
会
四
十
周
年
記
念
式
典

楽
し
み
な
が
ら
学
び
合
っ
た
一
年
間
を
振
り
返
る

率
浦
大
学
・
大
学
院
合
同
卒
業
式

●●●●●会長が式辞を述べました

渡
邉
町
長
の
前
で
答
辞
を
述
べ
る
●
●
●
●
さ
ん
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地
ま ち

域を創るのは町民の皆さま！協働のまちづくりへ

協働のまちづくりに関するお問い合わせ　　役場まちづくり課（☎８５２・５３６１、５３５２）

　町では、「協働のまちづくり」に向けた具体的な取り組みとして、町民による主
体的なまちづくり活動に対し、活動経費を支援していく制度を設けました。
　住みよい地域づくりのために、自分たちでできることは何かを組み立てて、役
場まちづくり課へご相談ください。まずは、できることからはじめましょう♪

生活環境等維持管理業務 まちづくり活動交付金事業

　地域環境の美化、清掃、維持補修、ゴミ対策など、
身近な環境をきれいにしようとする活動で地域住民
の労力で実施できる業務を、町が町民団体に有償で
委託します。

こんな活動が対象となります

　作業に必要な、消耗品・燃料費・原材料費など。
対象となる経費は

　原則として、５万円が上限。
対象となる額は

　随時受け付けしますが、平日の午前８時30分か
ら午後５時まで。実施予定日の１か月前をめどにご
連絡ください。
【提出書類】　 町と協定書を締結し、事業が完了した

ら請求書を提出していただきます。
（必要書類は２種類）

申請の受け付けは

・公共性・社会貢献性・計画性があると認められ
　る活動。
・継続性があり、年間を通して活動される活動。
※対象とする事業はメニュー化していません。
　地域に元気を与えてくれる活動を求めています。

こんな活動が対象となります

　事業に必要な経費で、申請のあった事業ごとに審
査されます。

対象となる経費は

　原則として、20万円が上限。
対象となる額は

❶７月１日から12月31日まで実施されるもの
　　　平成19年５月31日㈭まで
❷１月１日から６月30日まで実施されるもの
　　　平成19年10月31日㈬まで
【提出書類】　 町で定める書類様式を提出していただ

きます。

申請の受け付けは

協働支援制度の流れ（イメージ）

町　　民
（対象団体）

・町内会
・町内で活動する団体

行　　政
（役場の窓口）
まちづくり課まで
☎８５２・５３６１

・経 費 の 支 援
・必 要 な 協 力

意見・提案（申請）

協 　 　 働

電話、来庁など、不明な点は
お気軽にご相談ください。

　町内会や各種団体、事業者などで「協働のまちづくり」についての相談や、
まち（地域）づくりに関するご提案などがございましたら、いつでも都合
をあわせて役場の担当が説明に伺います。
　地域の夢や希望を語り合ってみませんか。ご連絡をお待ちしております。

『地
ま ち

域を語る会』（協働のまちづくり座談会）

支援制度を
活用して地
域に貢献で
きる活動を
したいな！



燃
え
る
ゴ
ミ
の
処
理
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

四
月
か
ら
秋
田
市
へ
委
託
し
て
い
る
燃
え
る
ゴ
ミ
の
処
理

料
金
が
変
わ
り
ま
す
。
処
理
料
金
は
十
㌔
あ
た
り
二
百
二
十

円
か
ら
二
百
四
十
一
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
ゴ
ミ
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

　

電
気
式
の
生
ゴ
ミ
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
（
屋
内
、
屋

外
用
）
を
購
入
し
た
方
に
、
購
入
額
の
二
分
の
一
（
電
気
式

は
二
万
円
を
限
度
。
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
三
千
円
を
限
度
）
を

補
助
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

 

印
鑑
と
処
理
機
の
領
収
書
、
取
扱
説
明
書
を

役
場
町
民
福
祉
課
町
民
生
活
担
当
に
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
回
収
と
再
利
用
に
つ
い
て

　

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
不
用
の
場
合
は
町
で
無
償
で
回
収
し
、
必
要
な
方
に
お

譲
り
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

▼
回
収
方
法　

 

き
れ
い
に
洗
っ
て
役
場
町
民
福
祉
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
回
収
に
伺
い
ま
す
。

※
注　
　

意　

 

再
利
用
で
き
な
い
も
の
（
ふ
た
の
ゆ
が
み
が

あ
っ
た
り
、
破
損
し
て
い
る
場
合
）
は
回
収

し
ま
せ
ん
。

▼ 

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
が
必
要
な
方
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
町
民

生
活
担
当
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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五城目町交通死亡事故０　930日達成（平成18年12月20日現在）
ゼロ

五城目町交通死亡事故０　930日達成（平成18年12月20日現在）
ゼロ

五城目町交通死亡事故０　1,020日達成（平成19年3月20日現在）

交通事故を防ぐために　
♦ 横断歩道を渡りましょう。
♦斜め横断はやめましょう。
♦ 道路の右側を歩きましょう。
♦ 夕方は車も自転車も早めにライ
トをつけましょう。
♦ チャイルドシートをつけましょう。

☎８５２・４１００

ゼロ

４月５日㈭～11日㈬
新入学（園）期の交通安全運動　　

急がずにマナーと　　
ゆとりで交通安全

春は、新入学や新入園な
どスタートの季節。一人ひ
とりが交通ルールと交通マ
ナーを守り、交通事故を防
ぎましょう。

　

平
成
十
九
年
二
月
二
十
八
日
に

五
城
目
町
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

千
日
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
県

知
事
、
県
警
本
部
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
は
三
月
二
十
三
日
、
●

●
●
秋
田
地
域
振
興
局
総
務
企
画

部
長
、
●
●
●
五
城
目
警
察
署
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
渡
邉
町
長
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
町
長
は
「
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
た
結
果
で
す
。
今

後
も
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
そ

し
て
、
さ
ら
に
日
に
ち
を
の
ば
す

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
」
と
述

べ
、
交
通
事
故
防
止
を
誓
い
ま
し

た
。

県
知
事
、県
警
本
部
長
か
ら
表
彰

交
通
死
亡
事
故
ゼロ
１
０
０
０
日
達
成

ゴ
ミ
に
関
す
る

お
知
ら
せ

役
場
町
民
福
祉
課
町
民
生
活
担
当（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）

（
敬
称
略
）

第
18
回
読
書
感
想
画
県
コ
ン
ク
ー
ル

◆
小
学
校
低
学
年
の
部　

自
由
部
門　

▼

優
良
賞　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）、●
●
●

●（
●
小
●
年
）　

◆
小
学
校
高
学
年
の
部　

自
由
部
門　

▼
優
良
賞　

●
●
●
●（
●
小

●
年
）

第
18
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル

◆
中
学
校
の
部　

▼
奨
励
賞　

●
●
●
●

●（
●
●
中
●
年
）

第
31
回「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」作
文
・

図
画
コ
ン
ク
ー
ル

◆
図
画
部
門　

第
一
部　

▼
最
優
秀
賞　

●
●
●
●（
●
小
●
年
） 　

▼
優
秀
賞　

●

●
●（
●
小
●
年
）、●
●
●
●（
●
小
●
年
）、●

●
●
●（
●
小
●
年
）、●
●
●
●（
●
小
●
年
）、

●
●
●
●（
●
小
●
年
）、●
●
●
●（
●
小
●
年
）

県
小
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

◆
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門　

▼
入
選　

●
●
●

●（
●
小
●
年
）

第
16
回
県
少
年
少
女
川
柳
大
会

▼
特
選　

●
●
●
●（
●
●
中
●
年
）　

▼
入

選　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）、●
●
●
●（
●

小
●
年
）、●
●
●
●（
●
小
●
年
）、●
●
●
●

●（
●
小
●
年
）



　
【　

短 　

歌　

】

ほ
と
と
ぎ
す
や
ま
ず
に
な
き
て
山
蔭
に

母
の
声
か
と
し
ば
し
立
ち
に
き

松
橋　

テ
ル

二
月
よ
り
三
月
寒
む
し
此
の
季
節

啓
蟄
過
ぎ
て
吹
雪
く
日
と
は

畑
澤　

英
子

地
吹
雪
の
猛
る
日
も
無
き
を
案
じ
し
に

国
体
選
手
の
笑
顔
に
救
わ
る

佐
藤　

榮
子

天
窓
の
明
り
あ
か
あ
か
見
上
ぐ
れ
ば

月
煌
煌
と
今
宵
立
春

藤
田　

則
子

　
【　

俳 　

句　

】

風
光
る
若
人
未
来
へ
歩
み
出
す

伊
藤　

み
ゑ

お
だ
や
か
に
鯱
に
雲
置
く
城
の
春

近
江　

安
司

ぶ
ら
ん
こ
が
空
で
揺
れ
ゐ
る
は
こ
べ
草

本
間　

羊
山

友
見
舞
い
小
腕
細
く
し
雨
水
か
な

舘
岡　
　

絢

　
【　

川　
 

柳　

】

お
菓
子
屋
が
世
間
の
人
を
甘
く
見
る

猿
田
兼
五
郎

振
り
出
し
に
戻
る
一
歩
目
の
勇
気

柴
田　

銀
河

シ
ャ
ボ
ン
玉
割
れ
て
故
郷
に
足
が
向
く

加
藤　

円
心

水
鏡
ゆ
ら
り
初
心
を
う
か
ば
せ
る

鈴
木
さ
く
ら

私
は
●
●
●
中
学
校
●
期
卒
業
の
、
●

●
小
学
校
出
身
者
で
す
。

私
た
ち
同
級
生
は
五
年
前
か
ら
、
近
郊

に
住
ん
で
い
る
人
を
誘
い
合
い
、
交
流
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
秋

田
の
方
へ
伝
わ
り
、
向
こ
う
で
も
東
京
へ

一
度
来
た
い
と
の
こ
と
。
と
ん
と
ん
拍
子

に
話
が
決
ま
り
ま
し
た
。

十
七
年
の
二
月
、
二
泊
三
日
の
旅
を
池

袋
の
簡
保
の
宿
を
と
り
、
宴
会
の
あ
と
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
ビ
ル
の
最
上
階
で
夜
景
を
楽

し
み
、
都
会
の
ネ
オ
ン
に
酔
い
し
れ
ま
し

た
。二

日
目
は
ハ
ト
バ
ス
に
乗
り
、
都
内
の

名
所
名
跡
を
見
物
し
、
都
会
を
堪
能
し
て

帰
り
ま
し
た
。

今
度
は
東
京
の
人
た
ち
が
秋
田
へ
行
く

こ
と
に
な
り
、
十
八
年
五
月
に
、
秋
田
駅

で
集
合
「
く
ま
げ
ら
」
の
列
車
で
五
能
線

経
由
、
白
神
山
地
へ
と
快
適
な
旅
を
満
喫
。

白
神
山
地
散
策
で
は
ブ
ナ
林
の
中
で
都
会

の
塵
を
振
り
落
と
さ
れ
る
よ
う
に
全
身
を

癒
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

弘
前
に
一
泊
、
次
の
日
は
弘
前
公
園
を

散
策
の
あ
と
、
公
園
内
の
東
屋
に
て
秋
田

の
人
た
ち
の
持
ち
寄
り
の
、
あ
ん
こ
餅
・

漬
け
物
・
雲
平
餅
と
、
懐
か
し
い
品
々
、

小
学
校
時
代
の
運
動
会
を
思
い
出
し
、
舌

鼓
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
岩
木
山
も
雄

大
な
姿
で
迎
え
て
く
だ
さ
り
、感
激
、感
激
。

十
三
名
の
楽
し
い
旅
も
終
わ
り
と
な
る
。

私
た
ち
は
い
つ
も
郷
土
の
教
育
者
舘
岡

恒
太
郎
作
詩
、郷
土
に
ゆ
か
り
の
深
い
佐
々

木
章
作
曲
の「
若
き
郷
土
の
歌
」を
合
唱
し
、

散
会
と
な
り
ま
す
。

　

は
る
か
に
か
す
む
馬
場
目
岳
の

　

雲
を
集
め
て
馬
場
目
川

　

・
・
・
・
・

　

か
げ
ろ
う
燃
ゆ
る
森
山
の

　

姿　

美
し　

な
つ
か
し
く

年
令
を
重
ね
る
ご
と
に
、
ふ
る
さ
と
は

遠
く
に
な
り
ま
す
が
、
心
は
近
く
に
な
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
方
言
も

又
し
か
り
で
あ
る
。秋
田
訛
も
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
響
き
で
誠
実
、
親
し
み
・
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
、
捨
て
が
た
い
の
で
す
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
自
分
が
年
を
と
っ
た
こ

と
へ
の
証
拠
で
あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
も

終
わ
り
、
一
段
落
と
し
、
趣
味
や
娯
楽
が

で
き
る
こ
ろ
と
な
り
、
生
活
に
余
裕
が
で

き
た
か
ら
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
余
裕

の
中
に
入
り
込
ん
で
離
れ
な
い
の
が
ふ
る

さ
と
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
五
城
目
町
の
活
性
化
を
お
祈

り
し
つ
つ
追
憶
に
ふ
け
っ
て
い
る
私
が
こ

こ
に
い
る
。

　

日
々
思
う
こ
と

●
●
在
住　

●　

●　

●
●
●

（
●
中
●
期
卒
・
●
●
）
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写真前列中央が●●さん

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

４
月
22
日
㈰
に

「 

み
ち
の
く
渓
流

釣
り
大
会
in
馬

場
目
川
２
０
０

７
」を
開
催
し
ま
す

▼
開
催
日

　

四
月
二
十
二
日
㈰

▼
受　
　

付

　

午
前
五
時
か
ら
（
旧
杉
沢
小
学
校
前
）

▼
開
会
式

　

午
前
六
時
か
ら

▼
競　
　

技

　

午
前
六
時
三
十
分
か
ら

▼
申
し
込
み

　

四
月
十
一
日
㈬
ま
で

▼
参
加
料

　

二
、
〇
〇
〇
円
（
小
学
生
は
無
料
）

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産

業
課
商
工
観
光
担
当
（
☎
８

５
２
・
５
２
２
２
）
ま
で

（
敬
称
略
）

第
29
回
男
鹿
南
秋
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

イ
ン
ド
ア
大
会

◆
女
子
部　

▼
第
３
位　

●
●
中

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
25
回
男
鹿
・
潟
上
・
南
秋
中
学
校

剣
道
個
人
選
手
権
大
会

▼
第
３
位　

●
●
●
●（
●
●
中
●
年
）

158
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公共建設工事等入札結果　下半期（平成18年10月～平成19年３月）
 　契約額が500万円未満の工事など
については、役場総務課で閲覧でき
ます。
（工事名、契約額、落札業者）▲

 平成18年度簡水統合事業配水管布
設工事（落合工区）　4,126万
5,000円　羽後設備㈱　佐藤裕之▲

 平成18年度簡水統合事業配水管布
設工事（高田工区）　2,278万
7,100円　セコー・八柳建水工業
特定水道施設工事共同企業体　加
藤政光▲

 平成18年災第59号入通沢川（右
岸）河川災害復旧工事　894万
6,000円　㈱高千建設　小玉清人

▲

 平成18年災第62号寺沢川（左右
岸）河川災害復旧工事　505万
4,700円　㈱セコー　加藤政光▲

 平成18年度五城目町公共下水道事
業H18104号管路施設工事　735
万円　本荘電気工業㈱　塩谷久樹▲

 平成18年度簡水統合事業配水管布
設工事（千日工区）　1,764万円
　山加・猿田設備特定水道施設工
事共同企業体　加賀谷正人▲

 旧富津内小学校ほか解体工事　
1,019万250円　㈲京野組　京野
正敏▲

 平成18年度五城目町公共下水道事
業H18105号管路施設工事　

1,449万円　㈲森山建設　佐藤輝
夫▲

 平成18年度五城目町公共下水道事
業H18106号管路施設工事　
1,809万1,500円　㈲今村建設　
今村宏一▲

 平成18年度五城目町公共下水道事
業H18107号管路施設工事　645
万7,500円　羽後設備㈱　佐藤裕
之▲

 平成18年度五城目町公共下水道事
業T18105号管路施設工事　 
1,018万5,000円　 ㈲金野組　金
野栄

■お問い合わせは、生涯学習課（☎８５２・４４１１）まで

町
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
会
長
を
務
め

る
●
●
●
●
さ
ん
は
、
高
校
時
代
、

●
●
●
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
入
部

し
、
●
●
●
●
監
督
の
指
導
の
も
と
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
で
全
国
第
２

位
、
個
人
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体

で
そ
れ
ぞ
れ
全
国
第
３
位
の
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
て
い
る
。
現
在
、
同

校
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
Ｏ
Ｂ
会
会
長
を

務
め
る
と
と
も
に
、
秋
田
わ
か
杉
国

体
五
城
目
町
実
行
委
員
会
委
員
も
務

め
、
こ
れ
ま
で
に
ア
ニ
マ
ル
浜
口
さ

ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
の
司
会
や
、

だ
ま
こ
マ
ン
を
使
っ
た
宣
伝
、
自
ら

が
仮
装
し
て
盆
踊
り
大
会
で
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
秋
田

わ
か
杉
国
体
と
と
も
に
五
城
目
町
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
尽
力
さ
れ
て
い

る
。●

●
さ
ん
は
「
競
技
の
成
功
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
国
体
を
契
機
に
町
を

元
気
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

だ
」
と
語
る
。
ま
た
、「
笑
顔
で
お

客
様
を
迎
え
心
を
こ
め
た
対
応
で
五

城
目
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
町
民
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ

る
。
郷
土
愛
を
深
め
な
が
ら
町
活
性

化
の
起
爆
剤
と
な

れ
ば
と
思
う
し
、

自
分
も
そ
の
た
め

に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
熱
く

語
っ
て
く
れ
た
。

国
体
を
契
機
に
明
る
く
元
気
な
町
に

●
●
●
●
さ
ん
（
●
●
・
56
歳
）

レスリング成年男子は平成19年10月５日～８日　バレーボール競技（聴覚障害）は平成19年10月13日～15日

五城目町合言葉が
決定しました
秋田わか杉国体・秋田わか

杉大会の五城目町合言葉
（キャッチコピー）がこのたび
決定しました。
合言葉は、●●●高校●年

の●●●●さんと●●●さん
の作品で、応募点数140点の
中から選ばれました。
審査結果

▼ 最優秀賞
　「さわやかな笑顔と夢を

この町で」
　●●●●さん（●●●高校●年）

▼  優 秀 賞
　「飛べ感動！流せ涙！

震えるもりやま！！」
　●●●さん（●●●高校●年）

●●さんは奥鵬の名で詩吟
の世界でも活躍されている。



合併処理浄化槽の設置を
補助しています

　補助の対象地区は、下水道、農業集
落排水計画区域外です。この補助制度
を利用して、合併浄化槽を設置しま
しょう。▲

補助額　５人槽　36万3千円
　　　　　７人槽　44万1千円
　　　　　10人槽　57万6千円

技能検定を実施します

　技能検定に合格すると、国や県から
技能の水準が認められ「技能士」と名
乗ることができます。

▲

検定の職種　 造園、建築板金、石材
施工、とび、塗装など▲

検　定　日　 ６月11日㈪～９月16日
㈰の指定された日▲

申　　　込　 ４月13日㈮まで、県職
業能力開発協会にお申
し込みください。

県合同就職面談会を開催

　平成20年3月に大学、短大、高専、
専修学校などを卒業予定の学生を対象
に合同面接会を開催します。
■東京会場
　

▲
日　時　 ４月24日㈫

　　　　　　午後１時～午後４時
　

▲

会　場　中野サンプラザ
■秋田会場
　

▲

日　時　 ５月10日㈭
　　　　　　午後１時～午後５時
　

▲

会　場　秋田ビューホテル

固定資産税課税台帳を
縦覧します

　平成19年度の固定資産税課税台帳
（土地・家屋の評価額）を縦覧します。▲

期　間　４月２日㈪～５月31日㈭
　　　　　※ 土・日曜日・祝日は除き

ます▲

時　間　午前８時30分～
午後５時30分▲

場　所　役場税務課

町財政状況等一覧表を
公表しています

　町では、平成17年度の財政状況等
一覧表を町ホームページで公表してい
ます。▲
ホームページアドレス

　 http://www.cs.town.gojome.
a k i t a . j p/go j ome/ya kuba/
si_0703_zaisei.htm

国家公務員採用試験のお知らせ

　人事院では、国家公務員採用Ⅱ種試
験（大学卒業程度）を行います。▲

受付期間　４月13日㈮～24日㈫
　　　　　　（ 郵送により申し込む場

合は、最終日までの通
信日付印有効)▲

第１次試験　６月17日㈰
※ 申込用紙の請求や受験資格などの詳
しい内容については、人事院ホーム
ページをご覧ください。▲

ホームページアドレス
　 http://www.j inj i.go.jp/saiyo/
saiyo.htm

ホームヘルパー2級の
養成研修講座受講生を募集

　医療法人正和会では、「ホームヘル
パー２級養成研修講座」を開催します。
　ホームヘルパーは心身に障害がある
方や高齢者などの家庭を訪問して、家
事援助や介護をする人です。
　ホームヘルパーをめざしている方は
ぜひ講座に参加してください。▲

募集人員　60人
  

▲

研修日程　 ５月14日㈪～９月28日㈮▲

研修会場　 医療法人正和会会議室
(潟上市昭和)▲

受 講 料　 35,000円（ほかに教材
費約7,000円）

平成19年度自衛官幹部候補生
採用試験を行います

▲

応募資格　 平成19年4月1日現在で、
20歳以上26歳未満の方▲

受付期間　 ５月11日㈮まで▲

試 験 日　５月19日㈯、20日㈰

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
  ・２月20日　３万円　●●●●さん
　●●●　（亡き●●●●●さん）
・２月20日　３万円　●●●●●さん
　●　●　（亡き●●●さん）
・２月22日　３万円　●●●●さん
　●●●●（亡き●●●●さん）
・３月16日　３万円　●●●●さん
　●●●　（亡き●●●さん）▲

ご寄付
  ・ １月29日　２万円　五城目歌要教室
一同（チャリティーショウ収益の一部）
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問い合わせ先
役場税務課（☎852・5144）

問い合わせ先
県産業経済労働部（☎860・2334）

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先：人事院東北事務局
（☎022・221・2022）

問い合わせ先
役場総務課（☎852・5322）

問い合わせ先
県職業能力開発協会（☎862・3510）

問い合わせ先
医療法人正和会（☎877・7110）

問い合わせ先：自衛隊秋田募集案内所
（☎864・4929）



燃　
え　
る　
ゴ　
ミ

収　　集　　町　　内

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・畑町・新畑町・米沢町

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

富津内地区・馬場目地区・大川地区全域・内川地区

収　集　日 曜日

2007年 ５月ゴミ収集日程表

平成18年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（●●●小　●●●●さん）

環境と　地球を守る　リサイクル

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

燃　
え　
な　
い　
ゴ　
ミ

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資　

源　

ゴ　

ミ

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ゴ
ミ

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 
五
月
三
日
㈭
か
ら
五
月
五
日
㈯
ま
で
は
、祝

日
の
た
め
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

ゴ
ミ
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

生
ゴ
ミ
は
水
切
を
徹
底
し
て
、燃
え
る
ゴ
ミ
と

一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

フ
ト
ン
類
は
、袋
に
入
る
程
度
に
切
っ
て
、燃

え
る
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

鍋
・
ヤ
カ
ン
・
フ
ラ
イ
パ
ン
・
ポ
ッ
ト
・
炊
飯
器
・

卓
上
コ
ン
ロ
な
ど
は
、袋
に
入
れ
、金
属
類
他

の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

蛍
光
管
は
、袋
に
入
る
大
き
さ
に
し
て
、ガ
ラ

ス
類
他
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
一
緒
に
燃
え
な

い
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福

祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

２日・16日（水）（全町）

17日・10日・14日
17日・21日・24日
28日・31日

11日・18日・11日
15日・18日・22日
25日・29日

12日・19日・12日
16日・19日・23日
26日・30日

12日（土）

26日（土）

14日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

28日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）
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次の日程で粗大ゴミを収集します。町内会が指定する場所にお持ちください。
なお、処理手数料として、必ず粗大ゴミの青い標せんを１個ごとに付けてください。
標せんが付いていないもの、名前の書いていないものは収集しません。

※ ご注意ください。
　掛けフトン・敷きフトン・マットレス類は粗大ゴミで収集しません。
　袋に入る程度に切ってからゴミ袋に分けて、燃えるゴミの日に出してください。

お　願　い
 ◎ 必ず午前８時までに、町内会指定
の収集場所へ出してください。

（注意） 収集しないもの
１． 「冷蔵庫、家庭用冷凍庫、エアコ
ン、テレビ、洗濯機」の収集は、家
電リサイクルセンター（80120・
537915）で受け付けます。

２． 「パソコン」はパソコンメーカーま
たは販売店に回収を申し込んで
ください。

３． 中身の残っている容器類、タイ
ヤ、ガスボンベ（取り扱い危険
物）、農機具、廃材などの産業廃
棄物は収集しません。

４月は粗大ゴミを収集します

対　象　地　区　（町 内 名） 収　集　日

馬場目地区・富津内地区 ４月16日㈪

内川地区・大川地区 ４月17日㈫

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）森山地区 ４月19日㈭

仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・馬川地区・舘町・中川原・樋口・岩城町 ４月20日㈮

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町・御蔵町
小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町

４月21日㈯



日 月 火 水 木 金 土

３

４

26

30

10

2115

４

７６５

29

８ ９

22

18

25

12

20

13

19

4月1日

14

17

23

5月1日 ５

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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○ ●●●小学校入学
式（10：00～）
○  ●●小学校入学式

（10：00～）
○ ●●●保育園入園
式（10：00～）
○ ●●●●●中学校
入学式（13：30～）
○ ●●●高校入学式

（13：30～）

○昭和の日 ○振替休日 ○憲法記念日 ○みどりの日 ○こどもの日

○ 新入学（園）期の
交通安全運動
（11日まで）
○ ●●小学校入学
式（13：30～）
○ ●●●小学校入
学式（13：30～）
○ 町火災予防組合
総会（五城館、
14：00～）

○●●●幼稚園入
園式（10：00～）

○ 第25回全県中学校
招待野球五城目大
会（●●●●●中
野球場、8：00～）
○ 第33回全県中学校
招待バレーボール
五城目大会（広域
五城目体育館、

8：30～）

○ 第27回県春季
ゲートボール五
城目大会（雀館
運動公園広場、

9：00～）

○ 春の一斉清掃
（6：00～）

○ 秋田県議会議員
一般選挙

（7：00～）

○ 町内会長会総会
（役場正庁、

14：00～）

○ 春の火災予防運
動（7日まで）
○ 全県山火事予防
運動（5月31日
まで）
○ 消防団火災防
ぎょ訓練
（13：00～）

○ ●●●保育園入
園式（10：00～）
○ 全町防火キャラ
バン（13：30～）

○ 合同入社式（五
城館、10：00～）

○ 雀館公園桜まつ
り「山開き」
（13：30～）

○ 町観光協会総会
（町民センター、

14：00～）

○ みちのく渓流釣
り大会in馬場目
川2007（開会
式・教育福祉活
動センター前、
6：00～）



この広報紙は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成19年2月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,794 （－32） （－246）
（男） 5,563 （－15） （－134）
（女） 6,231 （－17） （－112）
世　帯 4,112 （－03） （－025）

●　●　●　●さん 73歳 2月 3日 ●　　●
●　●　●　●さん 75歳 2月 3日 ●●●●
●　●　●　●さん 59歳 2月 4日 ●●●●
●●●　●●●さん 82歳 2月10日 ●　　●
●　●　●　●さん 88歳 2月14日 ●　　●
●●●　●　●さん 82歳 2月17日 ●●●●●
●　●　●　●さん 68歳 2月18日 ●　　●
●　●　　　●さん 89歳 2月21日 ●　　●
●　●　●　●さん 78歳 2月21日 ●　●　●
●　●　●　●さん 58歳 2月21日 ●　●　●
●　●　●　●さん 80歳 2月22日 ●　●　●
●　●　●　●さん 93歳 2月22日 ●●●●
●　●　●　●さん 82歳 2月25日 ●　　●
●　●　●　●さん 93歳 2月26日 ●　　●
●　●　●　●さん 84歳 2月27日 ●　　●
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▼
お
気
づ
き
に
な
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め

は
紙
面
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
こ
の
た
び
表
紙
、
裏
表
紙

を
２
色
印
刷
に
し
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

▼
２
色
印
刷
に
な
り
ま
す
と
、

表
紙
の
写
真
の
撮
影
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
技
術
を
要
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。
いつ
ま
で

た
っ
て
も
上
達
し
な
い
私
の
撮

影
の
ウ
デ
で
す
が
、
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
る
広
報
ご
じ
ょ
う
め
と

な
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

おくやみ申し上げます 雀館公園桜まつり

「桜花爛漫
　あでやかな
　春に酔う
　桜花に見栄え

る
　五城目城と森

山」

期間／4月20日㈮～4月30日㈪




